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チョット気になるキーワード 

ビジネス顕微鏡？ 
 

現在、ホワイトカラー社員の生産性を向上させることが多く

の企業において大きな課題となっている。しかしながら、ホワ

イトカラー社員の業務は、流れや実態が非定型で見えにくく、

その効率を計ること自体が難しいという問題がある。従来、ホ

ワイトカラー業務の実態把握を行うためには、ホワイトカラー

社員へのアンケートやヒアリング等の方法が一般的に採用さ

れてきたが、被調査者の主観による部分が大きいため、結果の

信頼性に課題もあった。 
 このような背景の中、日立製作所が開発したのが、今回取り

上げるビジネス顕微鏡である。これは、赤外線センサ、加速度

センサ、マイクセンサの各センサと、無線通信デバイスを内蔵

した名札型の端末（センサネット端末）を社員が装着し、これ

を身に付けた社員同士の対面時間や動作を測定、そのデータを

ネットワークを通じてサーバ上に収集し、社員同士の相互影響

の度合いを地形図のかたちで表示するしくみである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ビジネス顕微鏡を使うことで、これまで定量的に把握するこ

とができなかったホワイトカラー社員の業務中の活動状況や

コミュニケーションの実態が明らかになる。そうして可視化さ

れた組織活動を分析することで、仕事の進め方の効率化や組織

の活性化を促進する 
のが、ビジネス顕微 
鏡の目標なのだ。 
 ビジネス顕微鏡を 
構成するのは、赤外 
線、加速度、音声の 
3 つのセンサと無線 
通信デバイスを内蔵 
したセンサネット端 
末と、データを蓄積・ 
処理するサーバであ 
る。 

センサネット端末は 
重さ約 60g の名刺サ 
イズと小型・軽量。 
複数の赤外線センサ 
が配置されていて、 
水平・垂直方向約 30 度、距離 2m の範囲で、対面している他

の名札型センサネッ 
ト端末の検出が可能 
だという。 

 

 赤外線センサのデータから誰と誰がどれぐらいの時間対面し

ていたかを把握することができ、加速度センサから社員の行動

の様子（誰が誰に近づいて行ったかなど）を捉え、また発言な

どを検知する音声センサ（マイク）のデータを総合的に解析す

ることで、組織の活動の様子を画像化することができるのだ。

 組織地形図では、つながりが強いメンバー同士が山として表

現され、等高線で表示される。コミュニケーションの頻度が高

まるにつれて、山も高くなるイメージだ。また組織タペストリ

ーでは、メンバーそれぞれの業務時間の過ごし方が、「集中」

「対面（積極）」「対面（受動）」に色分けされる。 
 こうした記録を組織全体に公開、共有することで、モチベー

ションが高まったり、仕事に集中して取り組める条件などを発

見し、その後の業務の改善に役立てたりするシステムが、ビジ

ネス顕微鏡なのである。 
組織の構成員 1 人ひとりの活動を全て記録するシステムと

いうと、ついつい社員の監視、管理を強化するイメージを抱い

てしまう方も多いかもしれないが、ビジネス顕微鏡が想定する

のはそうした使い方ではない。ビジネス顕微鏡を監視ツールに

しないための重要なポイントとして、組織の全員に分け隔てな

く全てのデータを公開して共有することが挙げられる。上司だ

けがデータを把握しているのなら文字通り監視になってしま

うが、トップからアルバイトまで、全てのメンバーのデータが

公開されている状況ならば、ビジネス顕微鏡は組織の連帯感を

高め、コミュニケーションの透明度を高める役目を果たすはず

だ。 
 ビジネス顕微鏡は、2007 年 6 月の発表以来、数百人規模の

実証実験が行われている。その実証実験を通じて、ビジネス顕

微鏡が、個々人の活動やコミュニケーションの振り返りと改善

につながることはもちろん、オフィス環境や組織構成の優劣を

定量的に分析するのにも役立つことがわかったという。 
 これまで組織の成長・改善を促すための方法は「コミュニケ

ーションを密に取る」、「進捗の報告を欠かさず行う」など、漠

然とした言葉に頼ることが多かった。これは組織の姿を知るた

めの知覚が、言葉による報告などの定性的で曖昧なものしか存

在しなかったことに起因している。ビジネス顕微鏡は、センサ

ネットという新しい技術を通じて、組織とそれを構成するメン

バー全員に全く新しい知覚を与え、より客観的に組織の改善の

方法を探り、成長を図ることを可能とするシステムなのであ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考：【キーマンズネット http://www.keyman.or.jp/】
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


